
　面白い！おもわず人に話したくなるネタが満載
です。「腹がでていて何が悪い」とか「なぜ電車
で化粧は許されないのか」などなど、今、常識だ
とおもわれていることが、昔はそうじゃなかった
んだと例証してくれます。本書によると、昭和
12（1937）年の読売新聞には、東京の市電に
お化粧直し用の鏡が設置され、その下に広告を入
れたという記事があるそうです。つまり、電車の
中でお化粧直しをする女性は一定数いて、それを
鉄道会社も容認していたという証拠です。最近で
は、目の敵にされる電車内での化粧も、昔は受け

入れられていたのです。よそおいの流行は、どん
どん移り変わります。なぜ今そうなっているのか、
昔はどうだったのか、なぜ好まれるのか、なぜ忌
み嫌われるのか、その始まりや経緯を説明してく
れる本です。そして、楽しく読んでいるうちに、
常識を疑ってみることや、丁寧に調べてみること
の必要性に気づく良書です。
　付け加えて、挿入されている写真や図案がとて
も的確でセンスが良いです。さすが、ファッショ
ンを語るだけあるなと感心しました。
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　本書の元になった研究は、茂木氏の研究室に所
属していた恩蔵絢子さんが中心となってカネボウ
化粧品の研究者たちと共同で行い、「化粧」と脳
の働きについて実験を通して検証したものだ。
　実験の結果、自分の顔を鏡で見るとき、「素顔」
と「化粧した顔」では認知活動が異なり、化粧し
た自分の顔を見るときの脳の活動は、素顔の自分
より他者の顔を認識しているときの活動に近いと
いうことがわかった。このことから、「化粧とい
うものを、単なる表層の装飾というよりは、より
根源的な自己像の構築、とくに他者との関係性の
中での自己（社会的自己）の構築にかかわるもの」
として注目する。化粧する行為を通じて人は自己
を客観化し、社会的知性を獲得する。すなわち「脳

も化粧する」らしいのだ。
　そして、めまぐるしく変転する現代世界で日本
が生き残っていくためには、＜化粧でつちかわれ
た鏡に映る自分を「メタ認知」を通してみがく能
力を、広く言葉や文化の領域まで押し広げていく
必要がある＞と結論づける。
　脳の科学的研究としては興味深いが、「男も化
粧するほうがいいのネ」「化粧しない女性はどう
なの？」（個人的には、意識して化粧しない女性
の方に知的な人が多いように思う）などと突っ込
んでみたいところも随所にある。社会学者など他
分野の研究者も巻き込んで研究をさらに進め、主
たる研究者・恩蔵さん自身による次作に期待した
い。
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　老若男女を問わず、日常生活で欠かせないもの
となっている化粧品。2001年から全成分表示が
義務づけられたものの「表示を見てもよくわから
ない」という方も少なくないのでは？ 
　本書は、化粧品等を種類別に分けて、どんな用
途でどんな化学物質が使用されているのか、どん
な法規制が関連しているのか、わかりやすくまと
めた解説本で、今後の化粧品選びに役立つ１冊と
なっています（詳しくは本誌p.28、平井氏(NITE)
の原稿をご覧ください）。なお、NITEのWebサ
イト「化学物質総合情報提供システム」で調べる
ことができます。

　本書を読んで、普段使っている化粧品の表示が
気になってしまい、洗顔料、シャンプー、歯磨き
粉、化粧水等々、1日に使用する全ての化粧品等
を集めて、含まれる成分を調べてみました。その
数なんと約400種類。化粧品等だけでも、こん
なにも多くの化学物質に関わって暮らしているん
だなぁと改めて驚きました。本書はシリーズ本で、
家庭用殺虫剤や洗剤等の解説本も無償で公開され
ています。「身近な生活用品に含まれる化学物質
についてもっと知って理解を深めたい！」という
方々にお勧めです。
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　著者の齋藤薫氏は、第一線で活躍する美容
ジャーナリスト。キレイになれる化粧品の特徴を
的確にとらえた美容記事から、生活や精神のあり
方まで踏みこんだ女性論までを、鋭く明快に発信
し、女性たちの意識を刺激し続けている。
　「美人」とはどういう人のことか、また「キレイ」
とは何かについて、長年、女性の美を追求し続け
た著者ならではの美人論が展開されている。
　本書は30のテーマで構成されており、テーマ
ごとに実例をあげながら、的確なレッスンが綴ら
れている。ここで、いくつか抜粋してみよう。
「表情のある人は、結局目に心があるのだ（中略）
“目が語る表情の美しさは一生もの”なのである。」

「女性にとってもっとも大切なのは、生活する上
で一番基本的な言葉を、どれだけていねいに心を
込めて発することができるか、（中略）人は言葉。」
「二十代の美しさ醜さは“心”で決まると言って
いいのである。」
「三日間、鏡も見ず、人とも会わないと、女の顔
は数パーセント醜くなるのだそうである。」
　本書の美人論は、清潔感、声、ことば、会話の質、
所作、考え方、愛し方、生き方にまで広がる。エ
コに配慮したライフスタイルも、美しい“心”に
通じるように思う。自分らしい美しさを見つめて
みたい人に、おすすめしたい一書である。
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